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試験実施概要

L　表　　　題

　　　ジクロロブロモメタンのオオミジンコ（D卯hηめ〃！og〃α）に対する急性遊泳

　　阻害試験

2．　試験目的

　　　ジクロロブロモメタンについて、オオミジンコ（D叩hnfo御σg刀α）に対する急性

　　遊泳阻害試験を行い、24及び48時間後の50％遊泳阻害濃度（EiC50）及び最大

　　無作用濃度（NOECi）を求める。

3．　試験方法

　　　本試験は、OECD化学品テストガイ』ドラインNo．202rミジンコ類、急性遊泳

　　阻害試験及び繁殖試験」（1984年）に準拠した。

4．適用GLP
　　　本試験は契約書別添2「生態影響試験実施に関する基準」（平成7年9月26日）に

　　準拠した。

5．　試験委託者

　　　名　称：

　　　住　所：

環境庁

〒100　東京都千代田区霞が関一丁目2－2

6．　試験受託者

　　　名　称：

　　　所在地：

財団法人　化学品検査協会

〒136　東京都江東区亀戸5－6－21

7．　試験施設

　　　名　称：

　　　所在地：

　　　運営管理者：

化学品安全センター　久留米研究所

〒830福岡県久留米市中央町19－14
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8．　試験関係者

試験責任者

試験担当者

　　生物試験担当

　　分析担　当
　　データ処理担当

試資料管理部門責任者

9．　最終報告書の承認

／ヲク6年3月2忌日

試験責任者 氏名

10．　試験期間

　　　試験開始日

　　　試験終了日

　　　暴露期間

1996年1月18日

1996年3月28日

1996年1月18日～1996年1月20日

11．　保　　　管

　　　試験計画書、生データ、記録文書、最終報告書及び被験物質は、最終

　　報告書作成後10年間、財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米

　　研究所の保管施設に保管する。その後の保管については試験委託者と協議の

　　うえ決定する。
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旨要

試験委託者

環境庁

表　　題

ジクロロブロモメタンのオオミジンコ（D卯hn∫α脚gnσ）に対する急性遊泳阻害試験

試験番号

91507

試験方法

　本試験は、OECD化学品テストガイ‘ドラインNo。20之「ミジンコ類、急性遊泳阻害試験

及び繁殖試験」（1984年）に準拠して実施した。

1）被験物質：　ジクロロブロモメタン

2）供試生物：　オオミジンコ（、0卯hn∫卿σgnα）

3）生物数：　20頭／1試験区（1連につき5頭で1試験区20頭）

4）暴露期間：　48時間

5）暴露方式：　半止水式（24時間後に試験液の全量を交換）

6）試験濃度：　70，38．9，2L6，12．0，6．67，3．70mg／L（濃度公比：L8）及び対照区

7）連　　数：　1試験区につき4連

8）試験液量：　約250mL／容器×4容器／1試験区

9）水　 温：　20±1℃　　　　　　　　　　　　　　　，
10）照　　明：　16時間明／8時間暗

11）試験液中の被験物質の分析：ヘッドスペースガスクロマトグラフィー（HS－GC）

　　　　　　　　　　　　　　　　（暴露開始時、換水前）

結　　果

1）24時間暴露後の結果

　　　　24時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）＝36．2mg／L（95％信頼区間：21．6～70．Omg／L）

2）48時間暴露後の結果

　　　　48時間半数遊泳阻害濃度（EiC50）＝29．Omg／L（95％信頼区間：25．5～32．9mg／L）

　　　　最大無作用濃度（NOECi）＝12．Omg／L

　　　　100％阻害最低濃度＝70mg／L

　　　　　　　　　　（上記濃度は、全て設定値に基づく値）

一1一
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1．被験物質

　　　本報告書においてジクロロブロモメタンは、次の名称及び品質等を有する

　　ものとする。被験物質に関する情報については供給者提供の添付資料等に

　　よった。

L1名称、構造式及び物理化学的性状

1）　名　　　称

2）　構　造　式

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
1
1
113）
14）

15）

16）

分　子

分　子

比

外

安　定

：　ジクロロブロモメタン

．（CAS番号　75・27－4）

：

　　　　　　　Cl
　　　　　　　l

　　　　C1－C－H
　　　　　　　l

　　　　　　　Br

式：　CHBrC12

量二163．83槻

重：　1．9836（20℃！20℃ゾ1

観：　無色透明液体規

性：　不明

1一オクタノール／水分配係数GogP）：　L88＃2

pKa　　　：　不明

水への溶解度：　不溶槻

蒸気圧：50mmHg（20℃）が1

純度及び不純物：　含量（ガスクロマトグラフ法）

　　　　　　　　不純物　エタノール　0．7％罰

ロット番号：　FLBO1

供　給　者：

供給量：125g（25g×5本）

入手目：1995年12月1日

96、5％髭1

情　報

＃1：

＃2．

源

供給者提供の添付資料

環境庁環境化学物質研究会編「環境化学物質要覧」（丸善）1988、

一2一
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1．2被験物質の確認及び保管条件下での安定性

　　　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトルを測定し、被験物質の特性と

　　矛盾が認められないことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定

　　し、暴露開始前に測定したスペクトルと比較した結果、スペクトルに変化は

　　無かったことより被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管中は安定であったと判断

　　された。

2，　供試生物

　　　試験には生後24時間令以内のオオミジンコ（D卯hn∫o脚gησ）の幼体を用いた。

　　　本種は、U．S．EPAEnviro㎜entalR．esearchLaboratory，Duluthより入手したもの

　　を、当研究所において継代飼育しているものである。また、基準物質（重クロム

　　酸カリウム、試薬特級）の48時間EiC50は0．283mg／しであった。

供試する幼体を得るためのミジンコの飼育方法

　継代飼育している2～4週令のミジンコを供試ミジンコの親とした。成熟し

幼体を生むようになったら少なくとも、試験前日に幼体を除去する。ただし、

死亡個体の多いバッチ、休眠卵や雄が生じたバッチのミジンコは使用しなかっ

た。

）
）
）
）
）

1
2
3
五
コ
5

飼育水
飼育密度：

水　　温：

照　　明：

餌

6）　給餌量：

希釈水（3．2参照）

10頭／0．8L飼育水

20士1℃

室内光、15時間明／8時間暗

単細胞緑藻類（Chlorε1Zαvμ1gor∫s）

藻類培養液を遠心操作により、希釈水に置換して給餌した。

ミジンコ1頭当たりChlorθ110vμlgαrfsを0．1～0．2mgC（有機炭素

含量）／目の割合で与えた。この範囲でミジンコの成育段階に

応じて段階的に餌の量を変えて与えた。

一3一
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3．　試験方法

3．1試験条件

　1）　暴露方式：

）
）
）
）
）
）
）

2
3
4
5
6
7
8

暴露期間：

連　　数：

生物数：

試験液量：

水　　温：

照　　明：

給　　餌：

被験物質を含む試験液へ試験生物を暴露する薬浴方式を用いた。

試験は密閉・半止水式（24時間後に換水）で行った。

48時間

1試験区につき4連

20頭／1試験区（1連につき5頭で1試験区20頭）

約250mL／容器×4容器／1試験区

20土1℃

室内光、16時間明／8時間暗

無給餌

3．2希釈水

　　　脱塩素水道水（久留米市水道水を活性炭処理し、残留塩素等を除去したもので、

　　充分通気した）を使用した。希釈水の主な水質として、硬度は35．5mg1L（CaCO3

　　換算）、pHは6．9であった。希釈水使用時にはオルトトリジン法によって残留

　　塩素濃度が0．02mg／L以下であることを確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

3．3試験容器及び恒温槽等

1）　試験容器：

2）　恒　温　槽

3）　水　温　計

4）　pH　　　計

5）　溶存酸素計

　250mL容腰高シャーレを用いた。また、密閉にするための蓋

　として時計皿を用いた。

：加温冷却機によって試験容器内の水温を20土1℃に維持する

　恒温槽を用いた。

：検定済みガラス製棒状温度計

：ガラス電極式水素イオン温度計HM－14P型（東亜電波工業）

：溶存酸素計58型Crellow　Sp血gs　In血ument　Co．，Inc．）

3．4試験濃度の設定

　　　本試験に先立って行った予備試験の結果では50mg／しで100％遊泳阻害、

　　857mg／しで無影響と考えられたので、試験濃度は70mg／Lを最高濃度として

　　濃度公比L8で6濃度区（70，38．9，2L6，12．0，6．67及び3．70mg／L）を設定した。

　　対照には希釈水のみの対照区を設けた。

一4一
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3．5試験液の調製

　　　必要量の被験物質を希釈水に添加し〔比重（1．98）換算し、容量で添加〕、

　　マグネティックスターラーを用いて撹拌を行い、希釈水に溶解させて調製した。

　　これを4個の試験容器に分割した。各濃度区での添加量を以下に示す。

濃度区（mg／L） 70 38．9 21．6 12．0 6．67 3．70

1L当たりの添加量（μL） 35．4 19．6 10．9 6．06 3．37 1．87

3．6試験液の分析

　　　暴露開始時及び換水前（暴露開始後24時間）に各試験区の4容器の中層より試験

　　液を等量採取して混合した後、HS－GCにより分析した。試験液の分析に際して

　　は、試料測定毎に標準溶液（濃度5。O　mg／L）の測定を行い、そのピーク面積比から

　　定量した。詳細は付属資料一2に示した。

3．7試験操作

　　　試験液の水温、溶存酸素濃度（D．0．）、pHを測定後、供試ミジンコを投入し、

　　その時点を暴露開始時とした。先端が比較的広口のガラスピ尽ットを用いて

　　供試ミジンコを投入した。その際、試験液量に対して、ピペット内の飼育水は

　　全量で1％以内を目安とした。24時間後にミジンコを新しい試験液に移しかえ、

　　48時間まで暴露した。

　　　暴露開始24及び48時間後にミジンコの遊泳阻害数の観察を行った。試験容器

　　を穏やかに動かした後、15秒間泳げない場合、遊泳阻害されたとみなした

　　（ただし、遊泳とは水中を泳げることを意味し、水底を這って動くものは阻害に

　　含めた。また、正常な遊泳でない場合でも15秒間に1回でも水中を遊泳した場合

　　は、阻害に含めなかった）。

　　　水温、D．0．、pHは、暴露開始時、24時間及び48時間後に、全試験区（ただし、

　　各1試験容器、換水前後）の試験液について測定した。

3．8数値の取扱い

　　　数値の丸め方は、JIS　Z8202－1985参考3規則Aによった。
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4．　結果の算出

　　　各濃度区でのミジンコの遊泳阻害数と供試個体数（20頭）から遊泳阻害率（％）を

　　算出し、Probit法及びBinomia1法により半数遊泳阻害濃度（EiC50）を算出した。

　　また、その95％信頼限界も示した。

　　　ミジンコが遊泳阻害を受けない最高濃度を最大無作用濃度（NOECi）とした。

　　　全てのミジンコが遊泳阻害を受ける最低濃度を100％阻害最低濃度とした。

　　　なお、被験物質の測定濃度が設定値の土20％以内であったので、結果の算出

　　には設定値を用いた。

5．　結果及び考察

5。1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　該当する要因はなかった。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　　暴露開始時及び換水前（暴露開始後24時間）に試験液中の被験物質濃度を測定

　　した。暴露開始時の被験物質濃度は3．36～62．Omg／L（設定値3．70～70mg／L）で

　　あり、設定値に対する割合は87．6～97．6％であった。換水前の被験物質濃度は

　　331～62。Omg／しであり、設定値に対する割合は82．5～93．6％であった。いずれ

　　の測定値もほぼ設定どおりであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．8），付属資料一2］

5．3　半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　　　ジクロロプロモメタンの設定濃度に基づく24時間の半数遊泳阻害濃度（EiC50）

　　は362mg／しであり、その95％信頼区間は2L6～70．O　mg／しであった。また、

　　48時間の半数遊泳阻害濃度（EiC50）は29．O　mg／しであり、その95％信頼区間は

　　255～32．9mg／しであった。対照区の遊泳阻害率はO％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table3（p．10），Figtコre1（p．14）］

5．4　最大無作用濃度（NOECi）及び100％阻害最低濃度

　　　ジクロロプロモメタンに48時間暴露したミジンコの遊泳阻害における最大

　　無作用濃度（NOECi）は12．O　mg／L（設定濃度）であったが、この濃度区では遊泳阻害

　　には至らなかったものの活動度の低下が約半数認められた。対照区と比較し

　　何等影響が認められなかった最高濃度は6．67mg／しであった。100％阻害最低

　　濃度は70mg／L（設定濃度）であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（p．10），Figure1（p，14）］
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5．5試験液の水温、溶存酸素濃度及びpH

　　　48時間の暴露期間中の水温は20．0～20．5℃であった。暴露期間中の溶存酸素

　　濃度は8．7～9．O　mg／しであり、全ての試験容器で飽和溶存酸素濃度の60％以上

　　であった。暴露期間中のpHは7．82～7．90であった。

　　（20．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．84mg／L）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5，6，7（p．11～13）］

5．6試験液の状態

　　　調製時の試験液は無色透明で、その状態は換水時まで保たれていた。

以　上
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TableL　ConcentrationsofdicNorobromometh鋤einacutei㎜obilizationtest
　　　　　　　us血9D叩hnfαη2卿αunder　semi－static　conditions

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m

Obse四edc・ncentrati・n（m処）

　　　　（Percent　of　non五na1

0－houra） 24－hourb） MeanC）
Contro1 0 0

3．70

6
8

3
α

3
Q
ノ

－
⊥
∠
コ

β
Q
（3
8

う
」
ハ
∪
3
位

3
ハ
ソ

6．67 1
⊥
∠
∪

5
　，、
7

6
Q
ノ

ご
U
五
百

－
　

．・
2

1
Q
Q
ノ

3
Q
／

3
鳳

6
G
ノ12．0 5

∠
∪0
7

可
⊥
Ω
0 0

5

つ
Z

Q
ノ
Ω
り

【
∠
0
0
5
1
8

21．6
1
⊥
5

1
7

凸
∠
ハ
ソ

8
弓
ノ

Q
ノ
ー

－
Q
ノ

4
∠
可0
4

∩
∠
Q
ノ38．9 36．4

（93．6 4
6

〆
Q
う
⊃

3
Q
ノ

4
6
6
3

3
Q
ノ70 62．0

（88．6 0
6

（
∠
只
）6
8

0
6

ハ
∠
8
6
8

a）丘esh　solutions

b）expiredsolutions

c）The　values　are　expressed　as　time－weighted　m6ans　calculated

bythefbllowingequation：

（C。一C24）／（LnC。一LnC24）

where

　　Co：the　observed　concentration　at　O－hour

　　C24：the　observed　concentration　at24輯hour

　　LnCo：the　natural　logahthm　ofCo

LnC24：thenaturallogadt㎞ofC24
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Table2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TestNo．91507

工mmobiHty　of　Z）叩hn1αη！αgnαexposed　to　dichlorobromomethane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m　）

Cumulative　number　ofimmobilized　Z）gphnfα

　　　　　　　　　　ωercent㎞obili可）

24－hour 48－hour

Contro1 0（0） 0（0）

3、70 O（0） 0（0）

6．67 0（O） 0（0）

12．O 0（0） 0（0）

21．6 0（0） 1（5）

38．9 12（60） 19（95）

70 20（100） 20（100）

The　values　include　dead　Z）縄ρhn∫α。
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Table3． Calculated　EiC50values　fbr　Z）gphn∫αη2αgηo　exposed

to　dichlorobromomethane　based　on　nominal　concentrations

Exposure

　　time

（hour）

Eic50

（m

　　95－Percent

confidence　Hn丘ts

　　　　（m

Statistical

method

24 36．2 21．6　～70．0 binomia1

48 29．0 25．5　～　32．9 probit

Table4． No　oわserved　eff6ct　concentrati6n（NOECi）of（1ich1αobromomethane

and　itslowestconcentrationin100％i㎜obility
based　on　no血nal　concentration

Exposure

　　time

（hour）

　No　observed　effbct

concentration（NOECi）

　　　　　　（m　）

24 21．6

Lowest　concentration　in

　　　100％i㎜obility

　　　　　　　（mg／L）

70

48 12．0 70
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Table5． Temperature　ofmedia　during48－hour　semi－static　exposure

of1）卯hnfαη2αgnαto　dichlorobromomethane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m　）

Temperature
　　　　（。C

0－hour 24－hour 48－hour

Contro1 new
old

20．3 20二〇

20．3 20．4

3．70 new
old

20．3 20．0

20．3 20．4

6．67 new
old

20．3 20．0

20．3 20．5

12．0 new
old

20．3 20．0

20．3 20．5

21．6 new
old

20．3 20．0

20．3 20．5

38．9 new
old

20．2 20．0

20．4 20．5

70 new
old

20．2 20．0

20．4 20．5

new
old

丘eshlypreparedtestsolutions

test　solutions　aRer24hours　exposure
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Table6． Diss・1ved・脊genc・ncentrati・ns・fmediaduhng48－h・urse面一staticexp・

of　Z）卯hn∫αη！α8nαto　dichlorobromomethane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（mg／L） 0－hour

Dissolved　oxygen　concentration

　　　　　　　　　　　m　）

24－hour 48－hour

Control new
old

9．O

O
Q
／

Q
ノ
Ω
り

8．7

3．70 new
old

9．0

O
Q
／

Q
／
8

8．7

6．67 new
old

9．0

O
Q
ノ

ハ
ソ
8

8．7

12．0 new
old

9．0
0
∩
ソ

Q
／
8

8．7

21．6 new
old

9．0
0
ハ
ソ

ハ
ソ
Q
U

8．7

38．9 new
old

9．0

O
Q
ノ

ハ
ソ
8

8．7

70 new
old

9，0

O
Q
ノ

∩
ソ
8

8．7

new
old

丘eshlyprep訂edtestsolutions

testsolutionsaRer24hoursexposure
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Table7． pH　values　ofmedia　during48－hour　semi－static　exposure

of　D卯hnノα加αgηαto　dichlorobromomethane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m　）

pH

0－hour 24－hour 48－hour

Contro1 new
old

7．89 8
ハ
∠

Ω
Q
8
7
7

7．83

3．70 new
old

7．89 ヲ、89

7、83 7．82

6．67 new
old

7．89 7．88

7．83 7．82

12．0 new
old

7．90 7．88

7．84 7．84

21．6 new
old

7．90 7．88

7．84 7．84

38．9 new
old

7．89 7．89

7．85 7．85

70 new
old

7．90 7．89

7．85 7．86

new
ol（i

丘eshly　prepared　test　solutions

test　solutions　aRer24hours　exposure
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付属資料一1

希釈水の水質

　（全2頁）
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Appendix　L　　Waterqu田ityofdilutionwater

Parameter Concentration

1995．Nov．28

Lower1㎞it
ofdetection

pH

COD　　　　　　（mg／L）

Colifb㎜groupbacteha

　　　　　　（MPN／100mL）

Total　phosphonls

Total　mercury

Copper

Cad㎡um
Zinc

Lead

Aluminium

Nickel

Total　chro㎡um

Manganese

Tin

Iron

Cyanide

Free　chlorine

Bromide　ion

Fluoride

Sulf三de　ion

㎞onia　nitrogen

Arsenic『

Selenium

Evaporation　residue

Electhc　con（iuctivity

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（m飢）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（μS／cm）

Total　har（1ness（as　CaCO3）

　　　　　　　　　　（mg／L）

Alkalinity

Sodium

Potassium

Calcium

Magnesium

　
　
　
　

　
　

離
離
4
飢
瓢

m
m
m
m
m

（
（
（
　
（
　

（

ハ
ソ
ハ
∠
〈
∪
0
0
03

獅
獅
c
㏄
n
n
n
D
1
3
U
O
2
n
n
D
n
n
O
l
n
n
1
8
4
7
％

α
N
N
N
α
N
N
N
N
α
N
α
N
N
N
N
N
α
N
N
1
1
3

21．0

12．85

3．55

9．2

3．06

0．0005

0．OO5

0．005

0．01

0．005

0．1

0．01，

0．02

0．01

0．5

0．01

0．1

0．01

0．1

0．15

0．1

0．002

0，002
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ApPendix1．（continued）

Parameter Concentration

1995．Nov．28

Lower　limit

of　detection

1，2－Dichloropropane

Diaゴnon

Isoxathion

Fenitrothion（MEP）

Isoprothiolane

Oxine　cupper

Chlorothalonn（TPN）

Pr・pyz㎜ide

EPN

Dichlorvos①DVP）

Fenobucarb　CBPMC）

Iprobe㎡bs（IBP）

Chlornitrofヒn（Cb羽P）

Thiram

Simazine（CAT）

Benthiocarb

PCB

（mg／L）

（mg／L）

（mg伍）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
D
D
D
D
D

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

0．006

0．0005

0．0008

0．0003

0．004

0．004

0．004

0．0008

0．0006

0．OO1

0．002

0．0008

0、0005

0．0006

0．OOO3

0．002

0．0005

N．D。：not　detected
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　　　　付属資料一2

試験液の分析方法及び分析チャート

　　　　　（全11頁）
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名
名
　
質
　
物
験
質
　
物
　
験
試
技

ミジンコ急性遊泳阻害試験

ジクロロブロモメタン

1）試験液の分析方法

①試験液の前処理操作

　　　混合した溶液は、そのまま若しくは蒸留水で希釈して、以下のフロース

　　キームに従いヘッドスペースーガスクロマトグラフィー（HS－GC）によって

　　分析した。

フロースキーム

試験液分析試料

・分取　8mL　（ピペットマン、

　　　　　　　　20mL容バイアルビン）

←塩化カリウム　2．Og（上皿天びん）

一ジメチルホルムアミド　必要量

　　　　　　　　（マイクロシリンジ）

・密閉　（アルミキャップシール）

H　S－G　C試料

　最終定容溶液中の被験物質濃度は、クロマトグラム上の被験物質のピーク

面積を濃度既知の標準溶液のピーク面積と比較し、比例計算して求めた。

②被験物質溶液の調製

　　　被験物質100mgを正確にはかりとり、ジメチルホルムアミドに溶解して

　　1，000mg／しの被験物質溶液を調製した。これをジメチルホルムアミドで希釈

　　して10及び100mg／しの被験物質溶液を調製した。

③標準溶液の調製

　　　分析試料中の被験物質濃度を求めるための標準溶液の調製は次のように

　　して行った。

　　　20mL容バイアルビンに蒸留水8mL及び塩化カリウム2．O　gを添加した。

　　これに1，000mg／しの被験物質溶液を40μL添加し、ただちにアルミキャップ

　　シールを行った後、塩化カリウムを溶解し、5．O　mg／しの標準溶液を調製した。
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2
） GCの分析条件

ヘッドスペースオートサンプラー条件

　・機　　　　器　　　PERK工NELMER．HeadSpa㏄SamplerHS40

　　　　　　　　　　　　PERKINELMER製
・サンプル加熱温度

・加　温時間
・二一ドル温度

・トランスファー温度

ガスクロマトグラフ条件

　・機　　　　器

・検　　出　　器

・検出器温度
・カ　　ラ　　ム

・カラム温度

・昇温速度
・試料導入部温度

・キャリアーガス

・水　　　　　素

・空　　　　気

・スプリット比

・感　　　　度

80℃一

60分

140℃

150℃

壬｛P5890Series一］［I

HEWLETTPACKARD製
水素炎イオン化検出器（F皿））

250℃

NeutraBond4（0．25mm皿×50m）

40℃（2m血）→200℃（2min）

10℃！mh1

200℃

ヘリウム160kPa
1．2Kg／cm2

2．OKg／cm2

1：50

レンジ1V
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3）検量線の作成

　　　1）③の標準溶液の調製と同様にして5．0及び25．O　mg〆しの標準溶液を調製

　　した。また、10及び100mg／しの被験物質溶液より、それぞれ0．20及び1．O　mg／L

　の標準溶液を調製した。これらを分析機器の定量条件に従って分析し、得ら

　れたそれぞれのクロマトグラム上のピーク面積と濃度により、検量線を作成

　　した。
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Figure1．

Figure2－1．
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Figure2－3、

Figure2瞥4．
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Figure2－6．
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